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跡継ぎへの道を決めた
先祖代々伝わる茶農家の重み
大学卒業後は、自動車のスピーカーを取り扱う会社の

営業マンをやっていました。やった分だけ成果につなが
ることが面白くて、楽しかったですね。
両親は、私のやりたいようにすればいいと言ってくれ

ましたが、心の中では、やはり、茶農家を継いで欲しい
という思いがあったようです。私自身も、いつかは継ご
うと思っていまし
たが、決心した一
番のきっかけは、
祖父が亡くなった
ことです。そのと
き、先祖代々伝わ
る茶農家としての
重みを感じまし
た。

受賞はお茶づくりに携わるさまざまな人の力
父は、お茶づくりについて、こちらから聞いても、あ

まり教えてくれなくて苦労しています。失敗した後で、
その原因を教えてくれたときは、わかっているなら先に
教えてよと恨むこともありましたが、休憩時間も休まな
い研究熱心な努力家の父を尊敬しています。
大臣賞をとったときは嬉しかったですが、賞をとれた

のは皆さんのおかげという気持ちです。賞をとったお茶
の樹は、父の代に植えられた30年前の樹ですし、品評会
に出品するお茶をつくるために、お茶を手摘みしてくれ
た人、そのお茶を加工してくれた人など、さまざまな人
たちが携わったお茶が大臣賞に選ばれたのです。
これからも、賞に恥じないようにがんばっていきたい

です。

お茶の声をよく聞いて、タイミングを逃さない
どうしたら、いいお茶になるかは、お茶自身が知って

いると思うんです。なので、肥料をやったり、収穫など、
お茶の求めるタイミングを逃さないよう心掛けてお茶づ
くりをしています。

お茶をゆっくりいただくことは
人の輪をつくること
いいお茶を、急須で飲んで欲しいですね。急須で飲む

と、カテキンがたっぷりとれて、健康に良いことはもち
ろんですが、時間をかけて、お茶をいただくことで、一
緒に飲む人との
コミュニケーシ
ョンをはかるこ
とができ、人と
の輪、つながり
をつくることに
もなります。ぜ
ひ、急須でゆっ
くり時間をかけ
てお茶を飲む機会をつくってください。
私は日本茶インストラクターの資格も持っていますの

で、お茶に関することなら何でも聞いてください。
■連絡先
鎌田 俊充さん（緯329－2002 胃329－2330）

農林水産大臣賞を受賞した茶畑

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市
人」を取材して、その人の言葉で四日市の魅力な
どを読者に伝えるコーナーです。

鎌田俊充さん（水沢町）
かま だ とし みつ

四日市の魅力になくてはならない存在のお茶。
今回は、昨年、第65回関西茶品評会において、
かぶせ茶部門で農林水産大臣賞を受賞した茶農
家の鎌田俊充さんにお話を聞きました。
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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

◆災害に強い小学校が２月に完成しました
河原田小学校は、旧校舎２棟の真下を南北に四日市断層が通っていることが分

かったので、当初の計画を変更して２棟とも取り壊し、元々運動場だった場所に、
４階建ての新校舎１棟を建設しました。
新校舎屋上には、太陽光発電を設置しており、児童の環境学習用として、また

非常用電源として活用が期待できます。

また、小学校北西側には、応急給水拠点施設として「耐震型緊急用貯水槽」を
設置しました。貯水槽内は、常時水が流れていて、いつもきれいな飲料水が確保
できます。もちろん停電時でも給水が可能です。貯水槽内の水は、5,500人に１日
３リットル、３日間供給できます。
◆平成23年度に「みえの防災奨励賞」を受賞

平成12年に発足した「河原田地区連合自治会災害対策本部」では、災害時など
の情報伝達手段として、アマチュア無線グループの支援や自治会ごとに無線機の
配備を行っています。また、全戸を対象に実施した「地震に関する意識調査」の
結果を基に、高齢者世帯の家具転倒防止金具の取り付けや、「地区防災活動マニュアル」を作成し、全戸配布しました。
平成23年には、大規模地震・津波を想定して、住民と四日市農芸高校生が住民・小学生・園児らを避難させる1,500

人規模の合同避難訓練と炊き出し訓練を実施しました。この取り組みが評価され、
「みえの防災奨励賞」を受賞しました。

昨年は、持病やかかりつけ医、緊急連絡先などを記入した用紙をプラスチック
容器に入れて冷蔵庫に保管し、災害や急病などの場合に、駆け付けた救護者や救
急隊員に必要な情報を伝える「救急医療情報
キット」を全戸配布するなど、住民みんなで
「防災のまちづくり」に取り組んでいます。

自分たちのまちは自分たちで守自分たちのまちは自分たちで守るる
「防災のまちづくり「防災のまちづくり」」

市内南部に位置する河原田地区は、地区の中央を流れる内部川と、南側を流れる鈴鹿川が合流する地域で、市内南部に位置する河原田地区は、地区の中央を流れる内部川と、南側を流れる鈴鹿川が合流する地域で、南南
西部にはみかん畑の山が広がっています西部にはみかん畑の山が広がっています。。

当地区は、過去に水害などの災害に見舞われたり、地区の西側に活断層があることが判明したことから、自助当地区は、過去に水害などの災害に見舞われたり、地区の西側に活断層があることが判明したことから、自助、、
共助、公助による「防災のまちづくり」を積極的にすすめています共助、公助による「防災のまちづくり」を積極的にすすめています。。

河原田小学校新校舎

耐震型緊急用貯水槽

校舎屋上の太陽光発電

平成23年度の避難訓練の様子

河原田地区市民センター
（緯345－5020 胃346－8020）

問い合わせ先




